
 

Ⅱ 平成２７年度みえスタディ・チェックの結果・分析（小学校理科） 

１ 集計結果 

（１） 平均正答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 領域別 

Ａ区分 Ｂ区分 

物質 エネルギー 生命 地球 

第４学年 第１回 59.2% 48.4% 47.7% 80.6% 60.1% 

第５学年 第１回 57.9% 62.1% 38.7%  64.0% 

（２） 平均無解答率及び問題形式別平均無解答率  

 平均無解答率 問題形式別 

選択式 短答式 記述式 

第４学年 第１回 5.3% 2.1% 6.8% 14.3% 

第５学年 第１回 6.3% 1.4% 13.3% 15.1% 

（３） 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（４） 設問別集計結果 

① 第４学年 第１回 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物
質

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命

地
球

(1) 昆虫の育ち方を理解している
3B
⑴ア

○ ○ 小３　３（２）

平成26・27年度

第３学年　生命

「こん虫のから

だとくらし」のまと

めをしよう

95.9% 1.1%

(2) 昆虫の体のつくりの共通点を理解している
3B
⑴ア

○ ○ 小３　３（３）

平成26・27年度

第３学年　生命

「こん虫のから

だとくらし」のまと

めをしよう

59.1% 1.9%

(3) 植物の育ち方を理解している
3B
⑴イ

○ ○ H24　2(2) 84.6% 0.7%

(4) 植物の体のつくりを理解している
3B
⑴イ

○ ○

平成26・27年度

第３学年　生命

「植物の成長と

体のつくり」「昆

虫と植物～植物

の成長と体のつ

くり～」

91.7% 0.7%

(5)
植物の育ち方には，一定の順序があることを
理解している

3B
⑴イ

○ ○ H24　2(2) 71.9% 0.5%

(1) 方位磁針の適切な使用方法を身に付けている
3B
⑶ア

○ ○ H24　4(1) 小３　４（１）

平成24年度　第

３学年　かげの

でき方と太陽の

光

80.4% 3.0%

(2)
太陽の動き方を理解し，かげの動きと関連づ
けて考えることができる

3B
⑶ア

○ ○ H24　4(3) 小３　４（２）（３）

平成26・27年度

第３学年　地球

「太陽と地面の

様子～日かげの

位置と太陽の様

子～③

91.1% 1.0%

(3)
太陽の動き方を理解し，図から影のでき方を
考察して分析できる

3B
⑶ア

○ ○ 小３　４（２）（３）

平成26・27年度

第３学年　地球

「太陽と地面の

様子～日かげの

位置と太陽の様

子～②、③」

12.7% 2.1%

(4) 地面の温度のはかり方を身に付けている
3B
⑶イ

○ ○ 65.7% 6.2%

(5)
地面の温度の変化から，日光の当たり方につ
いて考察して分析できる

3B
⑶イ

○ ○

平成24年度　第

３学年　かげの

でき方と太陽の

光

50.7% 0.0%

(1)
鏡ではね返した日光の重なり方と明るさの関
係について理解している

3A
⑶イ

○ ○

平成26・27年度

第３学年　エネ

ルギー　光の性

質

　　「光のせいし

つ」のまとめをし

よう

89.3% 1.9%

(2)
はね返した日光の重ね方や，日光を当てる時
間による温度変化についての実験を構想でき
る

3A
⑶イ

○ ○ 10.7% 23.5%

(3) 回路について理解している
3A
⑸ア

○ ○ 小３　１（２）（３）

平成26・27年度

第３学年　エネ

ルギー　電気の

通り道　「電気の

通り道」のまとめ

をしよう

69.0% 7.3%

(4)
電気を通す物，通さないものについて理解
し，導線の接合部にセロハンテープを巻く理
由を考察し，その内容を記述できる

3A
⑸イ

○ ○ 小３　１（１） 24.9% 14.4%

(5)
豆電球が点灯しない理由を考察して改善方法
を検討できる

3A
⑸ア

○ ○ 小３　１（２）（３）

平成26・27年度

第３学年　エネ

ルギー　電気の

通り道　「電気の

通り道」のまとめ

をしよう

44.5% 3.8%

(1) 台はかりの適切な使用方法を理解している
3A
⑴ア

○ ○ 69.9% 3.9%

(2)
ものの形を変えても重さが変わらないことを
理解している

3A
⑴ア

○ ○ H24　1（1）

平成26・27年度

第３学年　物と

重さ～ものの重

さと形①、②～

87.5% 2.9%

(3)
同じ体積で重さの異なるものを，同じ重さに
そろえたときの体積の違いについて，考察し
分析することができる

3A
⑴イ

○ ○ 25.8% 4.3%

(4)
同じ重さで体積の異なるものを，同じ体積に
そろえたときの重さの違いについて，考察し
分析することができる

3A
⑴イ

○ ○ 17.8% 5.0%

(5)
重さと体積の異なるものを比較する際の誤り
を指摘することができる

3A
⑴イ

○ ○ 40.8% 22.4%

1

2

3

4

正答率 無解答率
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② 第５学年 第１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物
質

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命

地
球

(1)
理科室の使い方や安全に実験を行う方法が身
についている

4A
⑵ア

○ ○ 90.1% 0.3%

(2)
水や空気を温めたときの体積の変化について
理解している

4A
⑵ア

○ ○ 47.1% 13.4%

(3)
実験の結果から，実験開始時の水と空気の温
度を考察して分析することができる

4A
⑵ア

○ ○ 68.2% 1.0%

(4)
実験の結果から，水と空気の温度が変化した
際の体積の変わり方の違いについて考察する
ことができる

4A
⑵ア

○ ○
平成26・27年度　第４

学年　粒子「金属、

水、空気と温度」
58.0% 1.0%

(5)
水や空気の温度が変化した際の体積の変化を
身近な現象に適用することができる

4A
⑵ア

○ ○
平成26・27年度　第４

学年　粒子「金属、

水、空気と温度」
47.2% 1.2%

(1)
星の位置や並び方を観察する際の注意事項を
理解し，正しい観察方法を身につけている

4B
⑷ウ

○ ○ H27　4(3) 小４　４（２） 60.9% 0.6%

(2) 星座早見の適切な使用方法が身についている
4B
⑷ウ

○ ○ 76.2% 3.7%

(3)
時間経過による星の位置の変化や並び方に関
して理解している

4B
⑷ウ

○ ○ H27　4(2) 小４　４（３）

平成26・27年度　第４

学年　地球「今日の

夜、さそり座を見つけ

よう」

68.6% 1.2%

(4)
夏の大三角を構成する星の名称を理解してい
る

4B
⑷ウ

○ ○
平成26・27年度　第４

学年　地球「月と星～

夏の大三角～」
49.7% 20.0%

(5) 星の明るさによる区別の方法を理解している
4B
⑷イ

○ ○
平成26・27年度　第４

学年　地球「力だめ

し」
85.1% 0.0%

(1) 検流計の適切な使用方法が身についている
4A
⑶ア

○ ○

平成26・27年度　第４

学年　エネルギー　電

気の働き「検流計をつ

かって、電流の向きと

強さを調べよう」

23.0% 1.5%

(2)
乾電池のつなぎ方によって回路に流れる電流
の強さに違いがあることを理解している

4A
⑶ア

○ ○ H27　3(3) 小４　２（１）①

平成26・27年度　第４

学年　エネルギー「電

気の働き②～かん電

池のつなぎ方～」

31.2% 1.5%

(3) 乾電池のへい列つなぎの名称を理解している
4A
⑶ア

○ ○ 小４　２（１）②
平成26・27年度　第４

学年　エネルギー「電

気の働き」力だめし
40.1% 17.2%

(4)
２この乾電池が直列につなげてある時，その
うち１この乾電池を外した際の回路につい
て，考察できる

4A
⑶ア

○ ○ 小４　２（１）①②
平成26・27年度　第４

学年　エネルギー「電

気の働き①」
49.0% 16.7%

(5)
光電池の仕組みと太陽の動きを関連づけて考
え，光電池のはたらきを大きくする方法に適
用できる

4A
⑶イ

3B
⑶ア

○ ○ H27　3(1) 小４　２（２） 50.2% 5.8%

(1) 棒温度計の適切な使用方法を理解している
4B
⑶ア

○ ○ 83.0% 2.0%

(2)
地面の温度変化をグラフから読みとることが
できる

4B
⑶ア

○ ○ 49.6% 3.4%

(3)
蒸発について理解し，日光の当たり方と水の
減少量の関係について考察できる

4B
⑶イ

○ ○ 84.8% 3.2%

(4)
ビーカーの水が減った理由を考察することが
できる

4B
⑶イ

○ ○ 64.5% 7.7%

(5)
液体の水が気体になる現象を蒸発と記述する
ことができる

4B
⑶イ

○ ○ H27　4(5)

平成26・27年度　第４

学年　粒子　「金属・

水・空気と温度～水

のすがた～」

31.0% 25.2%
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4
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２ みえスタディ・チェックの課題等、指導改善のポイント 

（１） 各教科の具体的な課題等           （○：選択 ◎：短答 ☆：記述） 

  強み（相当数の児童ができている点） 弱み（課題のある点） 
第
４
学
年 

第
１
回 

１（１） 
 
 

１（４） 
 

 
 

◎昆虫の成長のきまり
を理解していること。     

○植物の体のつくりに
ついて理解している
こと。 

３（２） 
 
 
 
 
２（３） 

◎はね返した日光の重ね方や、日
光を当てる時間による温度変化
について、調べたい条件だけを
変えた実験を構想すること。 
（無解答率も高い） 

○かげの位置の変化を太陽の動き
と関連づけて考え、条件に合っ
た判断をすること。【問題掲載】 

第
５
学
年 

第
１
回 

１（１） 
 
 
 
 
２（５） 

○理科室の使い方のき
まりや、安全に実験を
行うための方法を身
につけていること。  

○星は、その明るさによ
って等級で表される
ことを理解している
こと。 

３（２） 
 
 
４（５） 

○乾電池のつなぎ方によって、回
路に流れる電流の強さに違いが
あることを理解していること 

◎「蒸発」という、液体の水が気
体になる現象の名称を書くこ
と。（無解答率も高い） 
【問題掲載】 

（２） 全体の傾向 

・理科室の使い方のきまりや、安全に実験を行うための方法を身につけている。 

・記述式問題の無解答率が高い状況にある。 

・既習事項を関連づけて考え、条件に合った判断をすることに課題がある。 

（３） 指導改善のポイント 

問題 指導改善のポイント 
小４ ２（３） 

 

 

 

小５ ４（５） 

 

・かげの位置の変化を太陽の動きと関連づけて考え、条件に合った判断が
できるようになるためには、かげを継続的に観察して、太陽がかげの反
対側にあることをとらえることが大切である。また、地面にできるかげ
の位置の変化と太陽の位置の変化との関係もとらえることが必要であ
る。 
→ワークシート『平成２６・２７年度 第３学年 地球「太陽と地面の
様子～日かげの位置と太陽の様子～③」』を活用 

・液体の水が気体になる現象を、実験の内容とその考察から考えられるよ
うにするには、実際に観察した事実や状況と名称を関連付けてとらえら
れるようにすることが重要である。また、自然の事物や現象の変化につ
いて、「どこから」「どのように」「どうなったか」など、空間の変化や時
間の経過に着目して、記述したり説明したりできるようにすることが大
切である。例えば、水たまりが消えることや洗濯物が乾くことなど、水
の蒸発は身近に見られる現象であり、理科で学ぶ原理・法則と身近な現
象を関連付けてとらえられるよう指導することが考えられる。 
→ワークシート『平成２６・２７年度 第４学年 粒子 「金属・水・
空気と温度～水のすがた～」』を活用 

 
 
 
 



 

【小４ ２（３）の問題】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

【関連するワークシート】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

【小５ ４（５）の問題】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

【関連するワークシート】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


